
科目名 柔道Ⅰ 時間・単位 30時間・1単位・15コマ

担当教員

教員の実務経

験

教育目標

授業内容

成績評価

著者名

出版社名

著者名

出版社名

教科書 プリント配布

参考書

柔道整復学科・昼間１部・１年　柔道Ⅰ

八重樫・武藤

柔道整復師として病院・接骨院等で長年勤務した後、専任教員として従事する。

柔道整復師として柔道を正しく理解するため、柔道技術の構造、精神および体育的価

値を中心に講義、実習する

長年柔道整復師として柔道に関わってきた経験を生かし、礼法、受身、基本動作、対

人的技能、審判法、形などを扱う。授業は初心者でも十分に理解、体得できるような

進度を前提にするが、内容によっては習熟度に応じたグループ別学習も取り入れるこ

とがある。

・授業への出席が3分の2以上を満たした者についてのみ試験等を実施する。

・期末試験は授業時間内（原則として授業の最終日）に実施する。

・再試験は授業時間外に実施する。

・必要に応じて授業時間内、あるいは授業時間外に中間試験を実施することがある。

・成績評価にあたっては、①試験等の成績、②出席状況、③授業の受講態度等を総合

的に勘案した結果を基に判定する。

・成績は以下の5段階で評価し、「可」以上を合格とする。

　「秀」：90〜100点　「優」：80〜89点　「良」：70〜79点　「可」：60〜69点

　「不可」：59点以下



回 講義内容 備　考

1 ガイダンス、柔道小史、礼法

2 受身、出足払、膝車、支釣込足

3 浮落

4 背負投

5 肩車

6 浮腰

7 払腰

8 釣込腰

9 送足払

10 支釣込足

11 内股

12 投の形、打ち込み、投げ込み

13 投の形、打ち込み、投げ込み

14 総復習

15 期末試験

柔道整復学科・昼間１部・１年　柔道Ⅰ



科目名 基礎柔整学Ⅰ 時間・単位 60時間・2単位・30コマ

担当教員

教員の実務経

験

教育目標

授業内容

成績評価

著者名

出版社名 南江堂

著者名

出版社名

教科書
柔道整復学・理論編

改訂版第7版

参考書

柔道整復学科・昼間１部・１年　基礎柔整学Ⅰ

長谷川　源

柔道整復師として付属治療院に数年勤務した後、専任教員として従事する。

柔道整復師を目指すものにとって柔道整復学は欠くことのできない分野であることは

いうまでもない。特に基礎柔整は次に学ぶ各論に移る際、理解への足がかりになるも

のである。柔道整復術の歴史や定義、意義および社会的役割を理解し医療界に貢献で

きるような人格をもった人間形成を目指すことを目的とする。現在の医療界において

柔道整復師が担っている社会的役割は多岐にわたるが、外傷の専門家としての位置づ

けから考えると整形外科分野と重複し、独自の理論が必要となってきている。そのた

め、業務範囲や今後の方向付けあるいは業務の正しい理解を促すため教科書を元にし

た講義を進める方針である。

柔道整復師としての臨床経験を盛り込みながら、学生がイメージしやすいよう

骨折損傷について講義をおこなう。

・授業への出席が3分の2以上を満たした者についてのみ試験等を実施する。

・期末試験は授業時間内（原則として授業の最終日）に実施する。

・再試験は授業時間外に実施する。

・必要に応じて授業時間内、あるいは授業時間外に中間試験を実施することがある。

・成績評価にあたっては、①試験等の成績、②出席状況、③授業の受講態度等を総合

的に勘案した結果を基に判定する。

・成績は以下の5段階で評価し、「可」以上を合格とする。

　「秀」：90〜100点　「優」：80〜89点　「良」：70〜79点　「可」：60〜69点

　「不可」：59点以下



回 講義内容 備　考

1 柔道整復術および柔道整復師のの沿革

2 業務範囲とその心得および柔道整復師倫理要綱

3 人体に加わる力

4 損傷時に加わる力

5 痛みの基礎

6 柔道整復術に必要な骨の分類

7 骨の損傷

8 骨の損傷

9 骨の損傷

10 骨の損傷（症状）

11 骨の損傷（症状）

12 骨の損傷（症状）

13 中間試験

14 中間試験解説

15 骨の損傷（合併症）

16 骨の損傷（合併症）

17 骨の損傷（小児老人の特徴・治癒過程）

18 骨の損傷（小児老人の特徴・治癒過程）

19 骨の損傷（小児老人の特徴・治癒過程）

20 骨の損傷（予後）

21 骨の損傷（予後）

22 骨の損傷（予後）

23 中間試験

24 関節の損傷

25 関節の損傷

26 関節の損傷

27 総合復習

28 総合復習

29 期末試験

30 期末試験解説

柔道整復学科・昼間１部・１年　基礎柔整学Ⅰ



科目名 基礎柔整学Ⅱ 時間・単位 60時間・2単位・30コマ

担当教員

教員の実務経

験

教育目標

授業内容

成績評価

著者名

出版社名 南江堂

著者名

出版社名

教科書
柔道整復学・理論編

改訂版第7版

参考書

柔道整復学科・昼間１部・１年　基礎柔整学Ⅱ

輪島　里香

鍼灸整骨院を30年間経営しその間20年ほど柔整教員を行う

基礎柔整は各論に移る際の足がかりになるものである。、現在の医療界において柔道

整復師が担っている社会的役割は多岐にわたるが、外傷の専門家として損傷における

基礎的な知識を十分理解することで正しい治療に繋がる。業務範囲や今後の方向付け

あるいは業務の正しい理解を促すため教科書を元にした講義を進める方針である。

「柔道整復師養成施設指導要領」に基づき講義する。

１．各組織の損傷（関節、筋、腱、末梢神経）

２. 診 察

３. 治療法

４. 外傷予防

・授業への出席が3分の2以上を満たした者についてのみ試験等を実施する。

・期末試験は授業時間内（原則として授業の最終日）に実施する。

・再試験は授業時間外に実施する。

・必要に応じて授業時間内、あるいは授業時間外に中間試験を実施することがある。

・成績評価にあたっては、①試験等の成績、②出席状況、③授業の受講態度等を総合

的に勘案した結果を基に判定する。

・成績は以下の5段階で評価し、「可」以上を合格とする。

　「秀」：90〜100点　「優」：80〜89点　「良」：70〜79点　「可」：60〜69点

　「不可」：59点以下



回 講義内容 備　考

1 関節の解剖および構造

2 関節の解剖および構造

3 各組織の損傷（関節、筋、腱、末梢神経）

4 各組織の損傷（関節、筋、腱、末梢神経）

5 各組織の損傷（関節、筋、腱、末梢神経）

6 各組織の損傷（関節、筋、腱、末梢神経）

7 各組織の損傷（関節、筋、腱、末梢神経）

8 各組織の損傷（関節、筋、腱、末梢神経）

9 各組織の損傷（関節、筋、腱、末梢神経）

10 各組織の損傷（関節、筋、腱、末梢神経）

11 各組織の損傷（関節、筋、腱、末梢神経）

12 各組織の損傷（関節、筋、腱、末梢神経）

13 各組織の損傷（関節、筋、腱、末梢神経）

14 各組織の損傷（関節、筋、腱、末梢神経）

15 中間試験

16 中間試験解説

17 診察

18 診察

19 診察

20 治療法

21 治療法

22 治療法

23 治療法

24 外傷予防

25 外傷予防

26 外傷予防

27 総復習

28 総復習

29 期末試験

30 期末試験解説

柔道整復学科・昼間１部・１年　基礎柔整学Ⅱ



科目名 基礎柔整学Ⅲ 時間・単位 60時間・2単位・30コマ

担当教員

教員の実務経

験

教育目標

授業内容

成績評価

著者名

出版社名 南江堂

著者名

出版社名

教科書
柔道整復学・理論編

改訂版第7版

参考書

柔道整復学科・昼間１部・１年　基礎柔整学Ⅲ

小倉　秀樹

柔道整復師として病院等に長年勤務した後、専任教員として従事する。

柔道整復師を目指すものにとって柔道整復学は欠くことのできない分野であることは

いうまでもない。特に基礎柔整は次に学ぶ各論に移る際、理解への足がかりになるも

のである。柔道整復術の歴史や定義、意義および社会的役割を理解し医療界に貢献で

きるような人格をもった人間形成を目指すことを目的とする。現在の医療界において

柔道整復師が担っている社会的役割は多岐にわたるが、外傷の専門家としての位置づ

けから考えると整形外科分野と重複し、独自の理論が必要となってきている。そのた

め、業務範囲や今後の方向付けあるいは業務の正しい理解を促すため教科書を元にし

た講義を進める方針である。

柔道整復師としての臨床経験を盛り込みながら、学生がイメージしやすいよう骨折、

捻挫、脱臼、軟部組織（筋・腱・神経・血管・リンパ管）等の各損傷の概要や治療

法、指導管理について講義をおこなう。国家試験問題を中心とした問題演習を行い、

柔道整復師に必須な知識の習得を目指す。

・授業への出席が3分の2以上を満たした者についてのみ試験等を実施する。

・期末試験は授業時間内（原則として授業の最終日）に実施する。

・再試験は授業時間外に実施する。

・必要に応じて授業時間内、あるいは授業時間外に中間試験を実施することがある。

・成績評価にあたっては、①試験等の成績、②出席状況、③授業の受講態度等を総合

的に勘案した結果を基に判定する。

・成績は以下の5段階で評価し、「可」以上を合格とする。

　「秀」：90〜100点　「優」：80〜89点　「良」：70〜79点　「可」：60〜69点

　「不可」：59点以下



回 講義内容 備　考

1 骨　学

2 〃

3 〃

4 骨損傷の分類

5 〃

6 骨折の症状

7 〃

8 骨折の合併症

9 〃

10 小児骨折・高齢斜骨折の特徴

11 〃

12 骨折の癒合日数・治癒経過

13 骨折の予後・治癒に影響を与える因子

14 中間試験

15 中間試験解説

16 脱臼の分類

17 〃

18 脱臼の症状・合併症

19 〃

20 脱臼の整復障害・経過と予後

21 〃

22 関節包・靱帯の損傷

23 〃

24 筋・腱・神経の損傷

25 〃

26 診察

27 治療法

28 指導管理

29 外傷予防

30 期末試験

柔道整復学科・昼間１部・１年　基礎柔整学Ⅲ



科目名 臨床柔道整復学Ⅰ 時間・単位 60時間・2単位・30コマ

担当教員

教員の実務経

験

教育目標

授業内容

成績評価

著者名

出版社名

著者名

出版社名

教科書

参考書

柔道整復学科・昼間１部・２年　臨床柔道整復学Ⅰ

杉浦　透

柔道整復師として接骨院等で長年勤務した後、専任教員として従事する。

柔道整復術は、輝かしい伝統を基礎とし、近代医学の発展に貢献してきた。その中で

の柔道整復学は柔道整復師を目指すものにとっては欠かすことのできないものであ

る。１学年で学んだ基礎柔道整復学を基盤として、柔道整復師が実際に触れる外傷を

理論的に学び、柔道整復術の意義、社会的役割を理解し、医療に携わるも

のとして社会からの信頼と尊敬を得るような人間性の向上と、高度の医学的知識の修

得が必須である。そのため業務として扱う外傷を鑑別するうえでも臨床医学および解

剖生理学の基礎を理解をするため、教科書を中心に講義を進める方針である。

柔道整復師としての臨床経験を織り交ぜながら以下についての講義をおこなう

１．人体の構造と機能

２．問題演習

・授業への出席が3分の2以上を満たした者についてのみ試験等を実施する。

・期末試験は授業時間内（原則として授業の最終日）に実施する。

・再試験は授業時間外に実施する。

・必要に応じて授業時間内、あるいは授業時間外に中間試験を実施することがある。

・成績評価にあたっては、①試験等の成績、②出席状況、③授業の受講態度等を総合

的に勘案した結果を基に判定する。

・成績は以下の5段階で評価し、「可」以上を合格とする。

　「秀」：90〜100点　「優」：80〜89点　「良」：70〜79点　「可」：60〜69点

　「不可」：59点以下



回 講義内容 備　考

1 オリエンテーション・細胞・生理学の基礎

2 細胞・生理学の基礎

3 骨

4 骨

5 骨とカルシウム

6 骨とカルシウム

7 筋

8 筋

9 筋

10 筋の生理学

11 筋の生理学

12 中間試験

13 内分泌

14 内分泌

15 内分泌の生理学

16 内分泌の生理学

17 内分泌の生理学

18 神経

19 神経

20 神経

21 神経の生理学

22 神経の生理学

23 神経の生理学

24 感覚

25 感覚

26 感覚の生理

27 高齢者の生理学的特徴・変化

28 発育と発達および競技者の生理学的特徴・変化

29 体表解剖

30 期末試験

柔道整復学科・昼間１部・２年　臨床柔道整復学Ⅰ



科目名 基礎柔道整復実技Ⅲ 時間・単位 45時間・１単位・22.5コマ

担当教員

教員の実務経

験

教育目標

授業内容

成績評価

著者名

出版社名

著者名

出版社名

教科書

参考書

柔道整復学科・昼間１部・２年　基礎柔道整復実技Ⅲ　

松田　心一

柔道整復師として接骨院等で長年勤務した後、専任教員として従事する。

柔道整復学および柔道整復術を学ぶことは、柔道整復師を目指すものにとり欠かすこ

とのできない分野である。基礎柔道整復学をもとに、柔道整復師が扱う外傷を実技を

通して学び、柔道整復術の意義、社会的役割を認識し、医療人として患者からの信頼

と尊敬を得るような人間性の向上を図ると同時に、高度の医学的知識の修得が必須で

ある。そのため、実技を通してさらに実践的な柔道整復学の正しい理解を促すため、

教科書を中心として講義を進めていく方針である。

柔道整復師としての実務経験を活かしながら、以下の各項目に対し講義をおこなう。

１． 各外傷の原因説明

２． 各外傷の分類説明

３． 各外傷の症状説明

４． 各外傷鑑別診断説明

（問題演習含む）

・授業への出席が3分の2以上を満たした者についてのみ試験等を実施する。

・期末試験は授業時間内（原則として授業の最終日）に実施する。

・再試験は授業時間外に実施する。

・必要に応じて授業時間内、あるいは授業時間外に中間試験を実施することがある。

・成績評価にあたっては、①試験等の成績、②出席状況、③授業の受講態度等を総合

的に勘案した結果を基に判定する。

・成績は以下の5段階で評価し、「可」以上を合格とする。

　「秀」：90〜100点　「優」：80〜89点　「良」：70〜79点　「可」：60〜69点

　「不可」：59点以下



回 講義内容 備　考

1 問題演習

2 問題演習

3 問題演習

4 問題演習

5 問題演習

6 問題演習

7 問題演習

8 問題演習

9 問題演習

10 問題演習

11 問題演習

12 問題演習

13 問題演習

14 問題演習

15 問題演習

16 問題演習

17 問題演習

18 問題演習

19 問題演習

20 問題演習

21 問題演習

22 問題演習

23 期末試験

柔道整復学科・昼間１部・２年　基礎柔道整復実技Ⅲ　



科目名 臨床実習Ⅲ 時間・単位 45時間・1単位・30コマ

担当教員

教員の実務経

験

教育目標

授業内容

成績評価

著者名

出版社名

著者名

出版社名

教科書

参考書

柔道整復学科・昼間１部・３年　臨床実習Ⅲ

渡辺　潤

柔道整復師として接骨院等で長年勤務した後、専任教員として従事する。

柔道整復師として現場で活躍できるようにさまざま外傷に対応できるよう、基礎的部

分の再確認を含め、実践的な対応能力の獲得を目標とする。

担当教員がそれぞれの現場経験を活かし、実践的な治療技術をみにつける。

・授業への出席が3分の2以上を満たした者についてのみ試験等を実施する。

・期末試験は授業時間内（原則として授業の最終日）に実施する。

・再試験は授業時間外に実施する。

・必要に応じて授業時間内、あるいは授業時間外に中間試験を実施することがある。

・成績評価にあたっては、①試験等の成績、②出席状況、③授業の受講態度等を総合

的に勘案した結果を基に判定する。

・成績は以下の5段階で評価し、「可」以上を合格とする。

　「秀」：90〜100点　「優」：80〜89点　「良」：70〜79点　「可」：60〜69点

　「不可」：59点以下



回 講義内容 備　考

1 臨床の心構え

2 臨床の心構え

3 軟部組織損傷の対応

4 軟部組織損傷の対応

5 軟部組織損傷の鑑別

6 軟部組織損傷の鑑別

7 軟部組織損傷の治療法

8 軟部組織損傷の治療法

9 軟部組織損傷の後療法

10 軟部組織損傷の後療法

11 脱臼に対する対応

12 脱臼に対する対応

13 脱臼の鑑別

14 脱臼の鑑別

15 脱臼の治療法

16 脱臼の治療法

17 脱臼の後療法

18 脱臼の後療法

19 骨折の対応

20 骨折の対応

21 骨折の鑑別

22 骨折の鑑別

23 骨折の治療法

24 骨折の治療法

25 骨折の後療法

26 骨折の後療法

27 各外傷に対して

28 各外傷に対して

29 期末試験

30 期末試験

柔道整復学科・昼間１部・３年　臨床実習Ⅲ


